






















ています｡ (センター長 ･文学部教授 稲田孝司)
構内から出土する植物遺体 (1)
植物遺体｡当時の人々が食 し,利用 した様々な














縄文時代の貯蔵穴は地面 を径 1m･深 さ0.8m


































































































岡大キャンパスと舌代 ･中世の山陽道 キャンパス背後の山並がタイ三山 ｢北路｣はこの後側を通り､｢南路｣
が手前の山裾を通っていたと考えられる｡












































編 集 後 記
遺跡から出てくる果物の種や木の実は,何百年,何千年もの歳月を経たとは思えないほと僅 々しく,土器や石器
を掘り出したときとはまた違った感慨を与えてくれます｡ ドングリ,トチ,クルミ,ヤマブドウ-自然そのものの
野山の幸はどんな味がしたのでしょうか｡人工的な甘味や化学調味料に慣らされてしまった私たちにとって,その
鮮烈さは想像できないものなのかも知れません｡ほんとうの豊かさとは何か,考えさせられてしまうこの頃です｡
(M)
